
しものせきしものせき
トピックストピックス

新しい音楽ホールで練習する
勝山小学校合唱部の子どもたち

新しい勝山公民館

しものせき環境みらい館にて

� 唐戸保健センターでの育児相談風景

　
二
つ
の
保
健
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
市
役
所
本

庁
に
整
備
中
の
本
庁

舎
新
館
の
３
階
に「
唐

戸
保
健
セ
ン
タ
ー
」が

オ
ー
プ
ン
し
、
勝
山

公
民
館
１
階
に
は「
新

下
関
保
健
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
出
産
・
育
児
の

た
め
の
教
室
や
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、

妊
娠
・
育
児
相
談
、
健
康
教
室
、
健
康

相
談
な
ど
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
保
健

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
１
月
25
日
、
勝
山

公
民
館
、
勝
山
支
所
、

新
下
関
保
健
セ
ン
タ
ー

の
完
成
を
記
念
し
て
、

公
民
館
活
動
団
体
を

中
心
に
、
地
元
関
係

者
手
作
り
の
式
典
と

内
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
公
民
館
に
は
防
音
性
に
優
れ
た
音
楽

ホ
ー
ル
や
耐
震
性（
ダ
ン
ス
な
ど
に
対

応
）を
高
め
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室

な
ど
が
備
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
団

体
の
練
習
な
ど
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
併
設
す
る
旧
公
民
館
は
解
体
し
て
、

駐
車
場
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　
１
月
17
日
、
梅
雨

期
や
台
風
に
よ
る
豪

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、

浸
水
、
河
川
の
氾
濫

な
ど
の
災
害
を
想
定

し
た
下
関
市
・
長
門

市
合
同
防
災
図
上
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
。

下
関
市
と
長
門
市
は

「
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
毎
年
こ
の
時
期
に
合
同
で

図
上
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
関
市
で
は
、
岬
之
町
の
消
防
局
庁

舎
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
・

国
な
ど
の
職
員
ら
約
150
人
が
参
集
し
て

訓
練
し
ま
し
た
。 　

市
で
は
１
月
か
ら

小
型
家
電
の
一
部
を

無
料
で
回
収
し
て
い

ま
す
。環
境
省
の「
小

型
電
子
機
器
等
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構

築
実
証
事
業
」の
一
環

で
、
レ
ア
メ
タ
ル
な

ど
の
有
用
な
金
属
を

抽
出
し
、
再
生
利
用
し
ま
す
。

　
回
収
品
目
は
、
携
帯
電
話
端
末
や
補

聴
器
、
リ
モ
コ
ン
な
ど
の
付
属
品
で
、

40
㌢
×
20
㌢
の
投
入
口
に
入
る
物
で
す
。

し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い
館
、
吉
母
管

理
場
、
奥
山
工
場
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

響
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

二つの保健セン
ターがオープン

勝山公民館が
完成

豪雨を想定した
防災図上訓練

使用済小型家電の
無料回収
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ふくのつかみ取りに挑戦！！

屋敷いっぱいに飾られているひな飾り（長府毛利邸にて）

長府庭園のさげもん

寒い中、並んだ熱々のふく鍋は格別！！

　
２
月
８
日
〜
３
月

９
日
、
城
下
町
長
府

ひ
な
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
各

施
設
、
店
舗
に
は
数

多
く
の「
ひ
な
人
形
」

や「
つ
る
し
か
ざ
り
」

が
展
示
さ
れ
、
歴
史

の
舞
台
と
な
っ
た
城

下
町
長
府
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　
店
舗
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
製
作
し

た「
つ
る
し
か
ざ
り
」も
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
方
を
明
る
く
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
方
は
、
一
つ
ひ
と
つ
に
想
い

が
込
め
ら
れ
た
あ
ざ
や
か
な「
つ
る
し

か
ざ
り
」を
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
２
月
９
日
は
、

ふ
く
の
語
呂
に
ち
な

ん
で
、「
ふ
く
の
日
」

で
す
。
２
月
11
日
、

恒
例
の「
下
関
ふ
く

の
日
ま
つ
り
」が
、

南
風
泊
市
場
で
あ
り

ま
し
た
。

　
約
１
０
０
０
食
が

無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
ふ
く
鍋
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
、
大
人
気
。「
ふ
く
の
つ

か
み
取
り
」で
は
、
ト
ラ
フ
グ
を
子
ど

も
た
ち
が
懸
命
に
追
い
か
け
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ふ
く
、
く
じ
ら
な
ど
の
物
産

即
売
も
あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
が
下
関

の
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

城下町長府
ひなまつり

下関
ふくの日まつり

　
平
成
３
年
、
66
歳
の
時
、
下

関
出
身
の
世
界
的
な
オ
ペ
ラ
歌

手
・
藤
原
義
江
の
生
涯
を
描
い

た「
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
」で
直
木

賞
を
受
賞
し
た
作
家
・
古
川
薫

さ
ん
は
、
88
歳
の
米
寿
を
迎
え

ま
し
た
。「＂
怠
け
も
せ
ず
、
励
み

も
せ
ず
＂が
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ
で
す
」

と
、
に
っ
こ
り
微
笑
み
ま
し
た
。

　
作
家
に
な
る
決
意
を
し
た
の

は
20
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
す
が
、

幼
少
時
代
か
ら
大
の
本
好
き
と

の
こ
と
。
戦
時
中
は
東
京
の
飛

行
機
会
社
で
、
戦
闘
機
に
乗
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
練
習
機
・
通
称

「
赤
ト
ン
ボ
」の
製
造
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
20
歳
の
頃
に
終
戦
を
迎
え
、

「
工
場
で
の
バ
イ
ト
な
ど
、
で
き
る
仕

事
は
何
で
も
や
っ
た
」と
、
さ
ま
ざ
ま

な
苦
労
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
学
校
教
諭
、
新
聞
記

今
年
米
寿
を
迎
え
た

直
木
賞
作
家
／
下
関
市
立
近
代
先
人
顕
彰
館
　
名
誉
館
長

古ふ
る

川か
わ

　
薫か

お
る

さ
ん者

を
経
て
文
筆
活
動
を
開
始
。

田
中
絹
代
や
高
杉
晋
作
な
ど
郷

土
の
歴
史
に
根
ざ
し
た
文
学
作

品
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。他
に
も
、

幕
末
、
関
門
海
峡
を
通
航
す
る

外
国
船
に
砲
撃
す
る
も
報
復
さ

れ
、
戦
利
品
と
し
て
持
ち
去
ら

れ
た
大
砲
を
フ
ラ
ン
ス
の
博
物

館
か
ら
返
還
し
て
も
ら
う
な
ど
、

郷
土
文
化
の
顕
彰
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
米
寿
を
記
念
し
た
企

画
展「
作
家
生
活
報
告
書
︱
古

川
薫
は
、
あ
の
日
…
︱
」を
３

月
30
日
ま
で
田
中
絹
代
ぶ
ん
か

館
で
開
催
中
。
編
集
者
か
ら
の
手
紙

や
赤
ト
ン
ボ
の
自
作
模
型
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。「
戦
争
体
験
の
作
品

を
書
き
た
い
」と
こ
れ
か
ら
の
執
筆
活

動
に
も
意
欲
的
な
古
川
さ
ん
。
今
後

の
活
動
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

“怠けもせず、励みもせず”
ゆっくりと歩を進めてきた

しゅん・かん・びと

旬 関
今、話題のひとを紹介します
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